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第１４回「新幹線脱線対策協議会」の結果概要 

 

昨年４月に発生した熊本地震による九州新幹線の脱線事故についての事故調 

査報告書が運輸安全委員会より公表されたことを踏まえ、１２月１５日に第 

１４回「新幹線脱線対策協議会」を開催しました。 

今回の協議会では、事故調査報告書の内容の共有を図るとともに各社が実施 

している脱線・逸脱防止対策の整備の進め方等について意見交換を行いました。 

 

１．議  事 ：（１）運輸安全委員会事故調査報告書について 

（２）今後の脱線・逸脱防止対策の進め方について 

（３）その他 

２．概  要 ： 

【再発防止策を踏まえた各種取組の検証】 

運輸安全委員会から説明を受けた事故調査報告書の再発防止策を踏 

まえ、各社の脱線・逸脱防止対策の整備計画が、地震発生リスク、脱 

線発生リスクなどを考慮した計画であるものなのか、その見直しの必 

要性も含めて検討を行っていくことを確認した。 

また、脱線・逸脱防止対策の枠型スラブの影響についても検討して

いくこととした。 

再発防止策を踏まえた各種取組の検証の詳細については、別添資料

１，２を参照ください。 

 

【各社からの報告】 

      各社から、脱線・逸脱防止対策の進捗状況等の報告を受けた。 

      JR 九州から今後の脱線防止ガードの整備計画、JR 東日本、東海、 

西日本から、海底地震計の活用等について、報告を受けた。 

各社からの報告の詳細については、別添資料３，４を参照ください。 

 

 

 

 

【連絡先】 

鉄道局技術企画課    

小林・水野（内線 40704） 

代表：03-5253-8111 

直通：03-5253-8546 
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